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環
境
整
備

農道桜野線の早期着工を
土地買収進まずめど立たない

三ヶ尻隆雄議員

地域活性化

魅
力
発
信
事
業
の
支
援
策
は

18
年
度
ま
で
継
続
す
る

質
問

「
山
田
の
魅
力
発
信

事
業
」
の
支
援
策
に
つ
い
て
、

次
の
点
を
問
う
。

①
町
長
の
在
任
中
は
予
算
措
置

の
継
続
は
不
変
か
。

②
自
衛
隊
に
よ
る
飛
行
シ
ョ
ー

の
誘
致
交
渉
が
で
き
な
い
か
。

③
オ
ラ
ン
ダ
島
の
ト
イ
レ
悪
臭

対
策
は
。

④
仮
称
「
お
祭
り
広
場
」
の
用

地
取
得
交
渉
は
。

沼
崎
町
長

①
事
業
立
ち
上
げ
の
際
、
県
の

補
助
期
間
が
三
年
で
あ
り
、

町
と
し
て
も
同
様
と
し
た
が
、

事
業
に
対
す
る
評
価
も
高
く
、

商
工
会
青
年
部
の
熱
意
も
あ

り
、
今
年
か
ら
は
「
山
田
て

ん
こ
盛
り
フ
ェ
ス
タ
２
０
０

４
」
を
新
た
に
事
業
補
助
の

対
象
と
し
た
。
十
八
年
度
ま

で
予
算
措
置
す
る
。

②
「
オ
ラ
ン
ダ
島
祭
り
」
で
実

施
し
た
が
、
騒
音
苦
情
が
多

か
っ
た
。
自
衛
隊
で
も
こ
の

点
を
解
決
し
な
け
れ
ば
難
し

い
と
し
て
お
り
、
町
で
誘
致

交
渉
す
る
考
え
は
な
い
。

実
行
委
員
会
関
係
者
が
誘

致
の
意
思
統
一
を
図
り
、
町

民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
環
境

を
作
る
こ
と
が
先
決
で
あ
る
。

③
悪
臭
は
我
慢
で
き
る
程
度
に

何
ら
か
の
対
策
を
講
じ
た
い
。

④
用
地
取
得
は
進
展
し
て
い
な

い
。
土
地
の
借
用
は
、
協
力

い
た
だ
け
る
も
の
と
期
待
し

て
い
る
。

質
問

次
世
代
に
引
継
ぐ
環

境
整
備
に
つ
い
て
、
次
の
点
を

問
う
。

①
ブ
ナ
峠
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
敷

地
内
の
林
地
開
発
違
反
問
題

に
対
す
る
県
の
対
応
は
。

②
ご
み
収
集
運
搬
業
務
の
新
規

契
約
の
進
行
状
況
は
。

③
ふ
る
さ
と
農
道
桜
野
線
の
早

期
着
工
を
住
民
は
待
望
し
て

い
る
。
今
後
の
計
画
は
。

沼
崎
町
長
　

①
林
地
開
発
は
県
の
許
可
権
限

で
あ
る
。
県
で
は
申
請
者
に

許
可
し
て
い
な
い
と
の
こ
と

で
、
開
発
の
中
止
命
令
と
復

旧
計
画
を
求
め
て
い
る
。
こ

れ
に
対
し
申
請
者
は
、
異
議

申
し
立
て
を
し
た
が
、
八
月

四
日
に
棄
却
さ
れ
て
い
る
。

②
来
年
度
の
見
直
し
に
向
け
、

各
地
区
の
ご
み
の
排
出
量
と

運
行
経
路
の
確
認
業
務
を

行
っ
て
い
る
。

③
こ
の
路
線
は
平
成
十
三
年
度

に
実
施
の
段
階
ま
で
進
ん
だ

が
、
一
部
地
権
者
の
同
意
が

得
ら
れ
ず
中
止
し
た
。
平
成

十
四
年
二
月
に
地
元
自
治
会

か
ら
要
望
を
受
け
た
が
状
況

は
進
展
せ
ず
整
備
の
め
ど
が

立
た
な
い
。

商工会青年部を中心に組織する山田の魅力発信実行委
員会が開催した。「オランダ島＆鯨まつり」の様子

整備が望まれる農道桜野線（豊間根）


